
レクチャー１

形容詞と副詞の文中での働き 用法 。

⑴形容詞の働き 用法 。

形容詞とは、日本語では「美しい」「半端な」のように「い」や「な」で終わる

ような語です。英語では、形容詞は語尾が

等で終わるものが多い

全てではない んです。これからは語尾にも目を光らせて単語は見てみてくださ

いね。で、そんな形容詞の働きは以下の２つです。

①名詞を修飾する（文の主要素にはならない）。

親切な少女
↑ 名

他の人に親切な少女
名 ↑

形容詞は基本的に､一語で名詞を修飾する場合には名詞の前に置かれ､他の語を伴って全体で名詞を修飾する場合には､

その名詞の後ろに置かれる｡

②Ｃ 補語）になる。

彼女は親切だ

私は彼は親切だと思った

⑵副詞の働き 用法 。

副詞は、日本語で言えば「キレイに」「上手く」等のように「に」や「く」で終

わるような語です。英語では、副詞の場合は語尾が で終わっているものが

多い これもすべてではない ですね。さてそんな副詞の働きですが、副詞は文の

主要素 Ｓ・Ｏ・Ｃ には基本的になりません。では文中でどんな働きをするかと

言うと、それはひとことで言えば「名詞以外を修飾する」ということ。具体的に

は「動詞」「形容詞」「副詞」「文全体」を修飾するのが副詞の働きです。
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中でも動詞を修飾することが最も多く､それが語源にも現れている｡副詞は と言うが､これは｢ ～の方に 動詞 ｣､

つまり｢動詞の方へと向かう言葉｣というのが元々の意味なのである｡

①動詞を修飾する

私は一生懸命勉強した  副詞の が動詞の を修飾｡
動詞 ↑

②形容詞を修飾する

彼女はとても美しい  副詞の が形容詞の
↑ 形容詞 を修飾｡

③副詞 句・節 を修飾する

彼はそれをとても上手に行った
↑ 副詞  副詞の が､別の副詞､ を修飾｡

私は時間きっかりにそこに着いた
↑ 副詞句  副詞の が､直後の副詞句を修飾｡

↑ 副詞節  副詞の が､直後の副詞節を修飾｡

戦争終結の直後に、父は死んだ

④文全体を修飾する

幸いなことに、彼は死ななかった
文全体  副詞の が､ ～ までの

↑ 文全体を修飾｡

文 全体を 修飾する副詞は、文頭、文中、文尾いずれにも置けますが、文尾

に置く場合には必ずカンマが直前に打たれます。文頭、文中の場合はカンマ

はつけてもつけなくてもどちらでもいいです。

率直に言うと、彼は失敗するね

彼は明らかにそれをこっけいだと思った

必然的にこのことは何らかの妥協を意味する

ちなみに、以下の例文では は ｶﾝﾏで区切られていないので 直前の動詞の

のみを修飾しており、最初の例文とは意味が変わってきます。
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彼は幸せには死ななかった

↑ → ろくな死に方をしなかった

⑶よくあるタイプの問題。

Ｑ

① ② ③

【解答＆解説】

の語法がポイント。 は「 Ｃ Ｃのように見える」という語法が

ある。Ｃには基本的に「形容詞」か「分詞」をとる。

そこで①の「誠実な」という意味の形容詞の が正解となる。

繰り返しになるが、副詞は文の主要素になれない。従って、副詞の

が、 の後ろでＣになることはありえないのだ。

ちなみに は「誠実さ」という名詞で、これを空欄に入れると、「その

新しい従業員は誠実さのように見えた」となってしまい、おかしい 従業員は｢人間｣であ

って｢誠実さ｣という抽象的概念ではない 。

レクチャー２

⒉意味の区別がつきにくい形容詞等。

形容詞に関する文法問題で、一番狙われるのが「意味の区別がつきにくい形容詞」

です。これらは小まめに一つずつ出やすいものを覚えていくほかありません。

しっかり以下を整理してください。

それぞれの 文学的な

丁寧な､敬意を表する 読み書きできる ⇔

立派な 品のいい ､尊敬できる ①文字の

～に関して これは｢前置詞｣｡ ②文字通りの､平凡な 副詞形は で

意味は｢文字通り に ｣｡
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人を 喜ばせるような 想像力豊かな

人を 喜ばせるような 想像可能な､考えられうる

比較できる 産業の

比較的な､比較に基づいた 勤勉な

⑴繊細な､感受性が豊かな ⑵神経過敏の 価値がある

分別のある､賢明な 価値がない

人騒がせな 評価できないくらい 貴重な

官能的な､好色な 値段がつけられないほど 貴重な､価値がある

感性の豊かな､感覚的な ちなみに｢価値がない｣は ｡

知覚に関する は｢～するのに値しない｣｢ふさわしくない｣｡

幅が 狭い ⇔ 芸術的な

面積･大きさが 狭い ⇔ 人工的な

容器･乗り物が からの かなりの､相当な

部屋･座席･地位･時間が 空いている 思いやりがある

熟慮された 上での

 は と違い､ある空間を占めるべき ～の割りには これは｢前置詞｣｡

物 人 が一時的にないことを表す

人が～を 残念に思っている お気に入りの

物事が 残念な ～に 有利な､ ～に 好意的な

歴史的に有名な 人格的に 賢い､知恵がある

歴史上の 知的に 賢い ｢計算高い｣という悪い意味で使

われることも多い｡
社会的な､社交界の 健康な

社交的な､交際上手な 健康に役に立つ

経済 上 の 望ましい

物が 経済的な､お得な 人が 望んでいる

物事が 信用できる､信じられる 次の､続いて起こる

人が 信じ込みやすい､すぐ信用してしまう 成功した 成功

物事が 賞賛に値する 連続した 連続
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頻繁な 間隔を置いて断続的に 依存している､頼っている

絶え間ない 途切れないでずっと 信頼のおける

人が 忘れっぽい､物忘れがひどい 物事が 恥ずべき

物などが 忘れられがちな 人が 恥ずかしい､恥じ入っている

忘却 これは｢名詞｣｡

物が 高価な ⇔

値段が 高い ⇔

×

×

レクチャー３

⒊形容詞の限定用法と叙述用法。

レクチャー１で形容詞の２つの働き 用法 について説明しましたね。

①名詞を 直接 修飾する

②Ｃ 補語 になる

このうち①の働きを文法用語で「限定用法」といいます。そして②の働きを「叙

述用法」といいます。

全ての形容詞が、この２つの働きができるわけではありません。

たとえば「生きている」という意味の形容詞、 と と を例に

挙げてみると、

① は、限定用法、叙述用法どちらにも用いることができる。

すべての生き物

彼はまだ生きている

② は、叙述用法のみ。限定用法はない。

○

×  なら ｡

－５－

形容詞・副詞



③ は限定用法のみ。叙述用法はない。

○  は｢物｣に対してのみ用いる｡ は｢人･物｣いずれにも使える｡つまり

いくら限定用法でも｢ 生きているジｬｸｿﾝ｣等という言い方はない｡

×  なら ｡

のような、限定用法だけに用いられる形容詞として以下のようなものがあ

ります(太字は頻出)。

｢年上の｣ ｢ 時･順序が 前の｣ ｢主要な｣ ｢単なる｣ ｢唯一の｣

また、 のような、叙述用法だけに用いられる形容詞として以下のような

ものがあります。試験などではこちらの方が頻出です。

｢心配している｣ ｢生きている｣ ｢似ている｣ ｢孤独な､一人の｣

｢浮かんで｣ ｢恥じて｣ ｢目が覚めて｣ ｢同類で｣

｢気づいている｣ ｢眠っている｣ ｢できない｣ ｢価値のある｣

覚え際のコツは、上の例を見てもわかるように、補語にしかなれない形容詞は

「 」で始まるものが多いという点です。

ただしこれらの形容詞も直後から名詞を修飾することはできる。

眠っている赤ちゃん

最後に、両方で用いられるが、用法によって意味が異なる形容詞というのがあり、

以下の表に出ているものは頻出です。その用法による意味の違いは、しっかりお

さえておきましょう。

限定用法 叙述用法

「現在の」 「出席している」

君の今の仕事 彼女はそこにいた

今この瞬間  は､直後から名詞を修飾する場合も｢出席している｣

という意味になる｡

出席したﾒﾝバｰ

「故～、亡くなった」 「遅い」

私の亡き父 彼は学校に遅刻した
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①｢ある一定 程度 の｣｢ある｣ ①「～を確信して」

ある程度の利益

ある特定の仕事 私はその事実を確信している

と ある人 ②「確実な」

②「確実な、確かな」

確かな事実 彼は確実にその仕事をするだろう

「優しい、情深い」 「～が好きな」

優しい母親 読書が好きだ

①「ぞっとする」「いやな」 ①「うんざりして」

ぞっとするような冗談 彼女にはうんざりだ

②「病気の」 ②「病気で」

病気の男 彼は病気で寝ている

①「悪い、有害な」 「病気の」

悪い知らせ 彼女は病気だ

悪影響

②「下手な」

下手な処理

「有能な」 「～ができる」

有能な人 彼はそれができる

｢当然 正当 な｣｢十分な｣ ①「～が当然支払われる 与えられる べき」

正当な報酬

十分な注意 家賃は今日が期限だ 支払われなくてはいけない

②「～の予定になっている」

「 乗り物等 到着の予定で」

今日着く予定です

その赤ん坊は 月に生まれる予定だ
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 には副詞として「悪く」「意地悪く」「ほとんど～ない」等の意味もある。

僕は落ち着かなかった

万事うまくいかなかった

⇔ ｢ をほめる｣

彼は彼女の悪口を言った

不作法な人

 を用いた以下のイディオムにも注意。

① で「Ａが原因で、Ａのために」。

悪天候のために飛行機は遅れて到着した

② で「やがて、そのうちに」。

事業もそのうちに採算がとれるようになるだろう

 も副詞としての用法がある。また比較変化などが紛らわしいので要注意。

①副詞の ⒈ 時刻が予定より 遅く ⒉ ある期間の 終り近くに

⒊ 夜 遅くまで

② 形 ⒈もっと遅い ⒉もっと より 最近の

彼らはもっとあとの列車に乗った

副 ⒈もっと遅く ⒉あとで ⒊のちに

彼女はいつもより遅れて家を出た

この男はのちに偉大な指導者となった

③ 形 名 ⒈ 後者 の ⇔

この２つの計画のうち、私は前者より後者の方が好きだ

⒉ 後の、後半の、終りの

世紀の後半

晩年
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④ 形 ⒈最新の

最新のニュース

⒉最も遅い

形 彼は一番あとで来た人です

副 彼は一番最後にここに着いた

⑤ 副 最近

最近どんな本を読みましたか

《限定用法と叙述用法の表す意味的な違いについて》

以下の英文の意味の違いがわかりますか。

①

②

③

形容詞 分詞 が前から名詞を修飾する 限定用法の 場合、その性質は、その名詞

が持つ生来の特徴、永続的 本質的 な性質である場合が多いのです。

この赤いセーターは誰のものですか

「赤い」は「セーター」の持っている特徴を表しており、この場合は変わらない永

続的な意味を持ち、同時に他の物と区別する役割を果たしています。

逆に形容詞 分詞 が名詞を後ろから修飾していたり、補語になったりしている 叙

述用法の 場合、その名詞の一時的な状態を表していることが多いのです。

彼女は一日中一生懸命働いた後 なの でとても疲れている

上の英文の場合、 はＣ 補語 になっており、「疲れている」というのは

「彼女」の現在の一時的な状態を示しています。

本質的で永続的な性質を示す形容詞も、補語として用いられることもある。

私の叔父はとても背が高い

ただ、一般的には一時的状態を示す場合は、限定用法よりも叙述用法がよく用
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いられるといえる。

そうすると①は が前から を修飾しているので、「彼は 生来

責任感のある 信頼のおける 人だ」という意味になります。

②は がＣ 補語 になっているので、「彼はその仕事に対して責任を

負っている その仕事の責任者だ 」という意味になります。

③も が後ろから を修飾しているので、「彼は責任者 担当

者・事の張本人 だ」という意味になります。

レクチャー４

用法が紛らわしい形容詞、副詞。

文法問題用には⑴～⒁までをおさえたい。
⑴「早い」「速い」

 は時間的に「早い」のに対し､ 等は動作・速度等が

「速い」。

① ：⒈（予定・定刻より）早く ⇔

ショーはいつごろ始まりますか

⒉（ある限定された期間内の）早い時期に ⇔

× 早朝

× 夕方の早い時間

② ：⒈（予定・定刻より）早く

⒉（ある時点から時間をおかないで）早く、すぐに

× すぐ来てください

③ ：（運動・速度が）速い、機敏な ⇔

「時計が進んでいる」も、 を用いる ｢遅れている｣は 。

この時計は３分進んでいる

この時計は２分遅れている

－１０－
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なお、｢ 時計が 遅れる、進む｣といった意味は、動詞の で表

現できる。

私の時計は一ヶ月に二秒遅れる 進む

④ ：（動作等が）速く、機敏に

⑵「高い」「安い 低い 」

① ⇔ ：（値段・給料・賃金・温度等が）高い ⇔ 安い 低い］

 は､｢ 値段が 手ごろな｣｡

ちなみに ｢給料｣､ ｢収入｣に関しては を用いてもいい｡

② ⇔ ：（物が）高価な ⇔ 安価な

× 高価なカメラ

× このテレビは安い

⑶「多い」「少ない」「大きい」「小さい」

①大小・多少を ⇔ で表す名詞。

｢聴衆｣ ｢人口｣ ｢数｣ ｢家族｣ ｢量｣

｢量｣ ｢金額｣ ｢収入｣ ｢給料｣ ｢財産｣

 については｢ ｣を用いてもいい｡

② 数えられない名詞について 「（量が）多い、少ない」は ⇔ 。

③ 数えられる名詞について 「（数が）多い、少ない」は ⇔ 。

④「交通量 」が「多い・少ない」は ⇔ 。

ただし､ ｢通り｣の人通りが多い場合には を用いる｡

⑤「頻度」が「多い・少ない」は ⇔ 。

⑷「広い」「狭い」

①「面積」が「広い・狭い」は ⇔ 。

②「幅」が「広い・狭い」は ⇔ 。

－１１－
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⑸「重い」

①「（重量等が）重い」は 。

②「（責任・気分等が）重い」も 。

｢気分が重い｣は 、｢責任が重い｣は も用いる｡

③「（犯罪・刑罰・病気・傷・事態等が）重い、深刻な、重大な」は 。

④「（痛み等が）激しい」は 。

⑹「似ている」

①前置詞の を用いた例文。 前置詞なので、必ず直後に名詞が必要。

彼女の家は私の家と たいへん 似ている

イタリアは形が長靴に似ている

この と共に用いることのできる動詞は

など。

②形容詞の を用いた例文。 等といった形で用いる。

そのふたごの女の子はとてもよく似ていて私には区別がつかない

金があろうとなかろうと私には同じことだ

 をはじめ、 ではじまる形容詞は、補語としてのみ使える。つまり

「 名詞」のように、前から名詞を修飾するということはできない点

に注意。

③形容詞の を使って「 ＡはＢに似て

いる」。

ヤマネコはライオンに似ているが、より小さい

④動詞の を使って「 ＡはＢに似ている」。

×

－１２－
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彼女は外見が姉と似ているが性格は異なる

⑤動詞の を用いて「 ＡはＢに似ている」。

×

彼は性質が父親に似ている

 は「親子関係」に用いる。

⑥動詞の を使って「 ＡはＢに 外見上 似ている」。

この絵はあの絵と似ている

＝

⑦副詞の 「同様に」を用いた例文。

彼は彼女を憎んだが、彼女も同じように彼を憎んだ

⑧形容詞の を用いた例文。

 という形でしか使わない。また限定用法で（つまり名詞を直接

修飾する形で）用いる。

同様に

私たちは同じ学校に通っています

彼らは同じ日に生まれた

※ は「可能性がある」という意味。以下の表現が頻出。

Ｓ Ｖ～ ～する可能性がある、～しそうだ

Ｓ＋Ｖ～

＝ 彼は成功しそうだ

 とはいえない。

また は「副詞」として、「おそらく 」という意味もある。

彼はたぶん明日はパリにいるだろう

おそらく彼はその試験には受かるだろう

私はおそらく一日中家にいるだろう
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⑺「できる」「できない」の意味を表す形容詞

①「 人 は～することができる」…… 原形 ～

～

原形 ～

②「 人 は～することができない」… 原形 ～

～

原形 ～

⑻「濃い」「薄い」

①「コーヒー、お茶」 ⇔

②「味」 ⇔

③「色」 深い 暗い ⇔

④「 霧、髪、ひげといったものの 密度」 ⇔

⑼ と

① 「今から○○前に」という意味。

⒈単独では用いない。

×

⒉過去時制と共に用いる。現在完了時制と共には用いない。

② ⒈単独で、現在完了・過去時制・過去完了時制と用いる。

「 今より 前に、以前に、今まで に 」という意味。

前にそのことを聞いたことがあった ある

⒉具体的な期間を示すと 等のような形で

過去完了時制と共に用いる。「過去の一時点を基準として、それよ

りも○○日 月・年 前に」という意味。

その２年前に彼女に会ったことがあった

上例は、「 ある過去の一時点を基準にして その２年前に彼女に会

ったことがあった」ということ。

＝
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彼女には２週間前に会ったと彼は言った

上例のように、直接話法の伝達内容の は間接話法では通例

になる。

⑽ と

①形容詞・副詞を修飾する「とても」は 、 動詞を修飾する「とても あま

り 」は 。

× 彼女はとても美しい

形

× 彼はとても速く走る

副

私はその絵があまり好きではない

動 動詞を修飾する場合には､動詞の後ろ､または文末に置く｡

私はその絵がとても好きだ

動 このように肯定文では｢ ｣の形で用いる｡

② は「比較級」「最上級」を強調することができる。

それは他のものよりはるかに良い

比較級 比較級を強調する は｢はるかに｣｢ずっと｣と訳す｡

これがずばぬけてよい

最上級 最上級を強調する は｢ずば抜けて｣等と訳す｡

③ は「最上級」を強調することができる ｢比較級｣を強調することはできない 。

これがずばぬけてよい

最上級  は とは異なり､冠詞の の右側に置かれる点に注意せよ｡

④分詞を修飾する「とても」は

⒈現在分詞には を用いる。

この本はとても面白い

現在分詞

⒉過去分詞には を用いる。
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彼の態度はとても嫌われていた

過去分詞

ただし､いくら過去分詞でも｢受身｣の意味を失ってしまった つまりほとんど形容詞化してしまった ようなものには を用いる｡

非常に複雑な問題

私はとても疲れている

私はその知らせにとても驚いた

この場合､ も可能。

彼女はとても心配そうな顔つきでやってきた

⑤特定の叙述形容詞では原級にも を用いることがある。

彼はひどく彼女を恐れていた

彼女は母親には全然似ていない

彼は兄にそっくりだ

⑥ は で言い換えられ、 は で言い換えられる。

⑦ は「 形容詞 副詞 」を強調する。

× これは重すぎる

この は でも言い換えられる。つまり も可。

⑧ は「前置詞 名詞」を強調できる。

×

大変驚いたことに、彼は一人でそれをやってしまった

⑨ は を修飾できる。

これらの絵はほとんど同じだ

 で「ほとんど同じＡ」の意味になる。

⑾「まだ」

① 通例肯定文で 「まだ」「 今も その時も なお」

⇔ ｢もはや～ない｣
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否定文で用いることもあるがその場合、否定後の前に置くのが普通。

まだ彼女に手紙を書いていない

しばしば長く続いていることに対して意外･驚きを表す。英文の中で

の位置は、 を置く位置と同じ。

まあいやだ。まだ雨が降っているわ

彼は明日もまだここにいるだろう

② 否定文で 「まだ」「今 その時 までのところ」

まだ起きていないことに対して驚き、不満を表す。通例文尾に用いる

が、書き言葉では否定語の直後に用いることもある。 の語順

はない。通例過去時制、現在完了形で用いる。

まだ彼は帰宅していない

肯定文で が「まだ」「依然として」を意味することもあるが、

の方が普通。 を用いると感情的色彩を帯びる。

進行形･継続の意を表す動詞と共に用いる

赤ちゃんはまだ泣いている

⑿時を表す副詞と使用される時制

① ⒈「ちょうど今」 ⇨ 現在時制で

⒉「ついさっき」 ⇨ 過去時制で

② 「今では」 ⇨ 現在時制で

③ 「このごろは」 ⇨ 現在時制で 時に現在完了形で

④ 「最近」 ⇨ 過去･過去完了・現在完了形で

⑤ 「最近」 ⇨ 現在完了形で

注 が現在時制と共に用いるのは習慣的反復行為や継続状態にある

ことを示す場合。

この頃気分がすぐれない

注 が過去時制で用いるのは結果が現在まで継続している場合に限る。

彼は最近そのアパートに引越した

上記のルールはちょっと細かすぎるので、受験用には以下のルールをおさえ
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ておけばいい。

① や は「現在完了形」と共に使えるが、 は「現在完了

形」とは共に使えない。

② や は「現在時制」で用いる。

特に が「現在完了形」では絶対に使わない点に注意。

×

近ごろ少年犯罪が増えた

③ や は「現在完了形」で用いることが多い。

特に が「現在時制」では絶対に使わない点に注意。

× 近ごろ教会に通っているんだ

⒀「近い」

① 場所的・時間的に 〔…に〕近い、近くの〔 〕 ⇔

銀行は駅から近い

② 「［時間的・距離的に ほとんど接触するように近い」ことをいう｡

近景

近距離で

× 小屋は湖のすぐ近くにある

祭りが近づいている

私たちの年齢はごく近い

｢場所に近い｣という意味では、 は限定的には つまり名詞を修飾する用法では 使えない

限定的に名詞を修飾するには、 を用いる。

×

彼女は近くのレストランへ行った

注 このように限定的に名詞を修飾するには､ を用いる｡逆に は叙述的に つまり補語としては 使えない｡

×

ややこしいが､最上級の は

名詞を修飾できる｡

上記のことも含め、 と をもう一度整理してみると、

① は形容詞、副詞、前置詞の用法がある。
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② は形容詞と、前置詞としての用法がある。

両者の違いが大事な点は形容詞での用法。

⑴ は補語としてしか使えず、名詞を修飾できない。

○

×

⑵ は逆に名詞を修飾することしかできず、補語にはなれない。

○

×

副詞としての の例文は以下の通り。

そばに座る

注 この例文では、 は動詞の を修飾しているので副詞と分かる。

⒁「軽い」

①「（荷物・食事等が）軽い」は 。

軽い食事

②「（風邪・痛み等が）軽い」は 。

風邪気味

③「（犯罪・傷等が）軽い」は 。

軽犯罪

④「（刑罰等が）軽い」は 。

軽い罰

⑤「（行為等が）軽率な」は 。

⒂「遠い」「離れている」

① 漠然と遠く離れていることを表わし、通例否定文・疑問文で用いる。

肯定文では などを用いる。ただし

などを伴うときは肯定文でも用いられる。

○

私の家は駅から遠い

×

○
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○

○

② 簡単に到達できない非常に遠方を表わす。

×

○

③ 形 形 を強めた形でやや堅い語。 形 は辺

ぴ・不便さを暗示し到着の困難を表わす。

人里離れた家

遠方の場所

④ 距離や時間を表す名詞の後につけて「○○の距離 時間 を置いて」、

「○○だけ離れて 先に 」。

×

湖はここから３マイル離れている

試験までもう１週間しかない

高校卒業まであと２か月だった

上記のような具体的な距離を表す名詞があった場合には は用いない。

⒃「○○ぶりに」

① ○○ ○○ぶりに

年ぶりに

久しぶりに

② ○○ ○○年ぶりに

○○

注 この表現が使えるのは｢不在であったのが○○ぶりに帰って来る 来た ｣という場合のみ｡

○

×

③ ～ 等の形を用いて表現する。

久しぶりだね
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④「大雨」「大地震」「暑さ」「寒さ」等の程度を表す名詞 形容詞 が「○○ぶ

り の 」の後に置かれている場合は、最上級を用いて表現する。

この冬は 年ぶりの寒さだ

これは過去 年間で最も多い雪だった ⇨ 年ぶりの大雪

これは過去 年間で最もひどい地震だ ⇨ 年ぶりの大地震

⒄「ある～」

① ～ その詳しい内容についてはっきり知らない場合に用いる。

② ～ と同様、単数名詞の前について、はっきり知らないときに用

いる。無関心や軽蔑の意味がこもることがあるので堅い文章には用

いない。

③ ～ 人や物について，知っていても明らかにしないときに用いる。

④ ～ 主に時を表す名詞の前に用いる。

５月のある日、彼は旅行に出かけた

⒅「きびしい」 ①と②だけ覚えておけばいい。特に②は要注意。

① 規律・規準などを厳守する

② 時間に対して厳格な、時間厳守の

② 人の落ち度や弱点を許さず不親切なまでに厳しい

③ 厳格で容赦なく服従を求める

④ 頑固なまでに厳しい

「厳しい裁判官」

「厳しい規律」

「厳しい罰」

「冬の厳しい寒さ」

「厳しい訓練」
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「厳しい経済状況」

「彼は子供に厳しい」 辛く当たる

厳格さの程度は の方が より強い

「あの先生は文法には厳しい」

「今年の冬は大変厳しかった」

⒆「はずかしい」

① 道徳的な過ちや失敗、愚行について自分自身に罪悪感や責任があっ

て恥ずかしいと思う気持ちを表す。

 は「人」を主語とし、「 人が はずかしい」。叙述的用法のみに用い

る。

は「物事、態度等が恥ずべき」を主語とし あるいは｢物事｣を修飾し 、「 物事

等が 恥ずべき」。叙述的にも限定的にも用いる。

×

×

② 一時的に きまり悪いときや当惑などの気持ちを表す。

③ 人目を気にして落ち着かない あがる ときの気持ちを表す。

④ 内気や引っ込み思案で照れくさい気持ちを表す。

④ 子供特有の恥ずかしさで、大人に用いたときは極端な内気を表す。

⑤ 屈辱感を表す。

⒇「おちつかない」

① …のことで …のために 人に対して 不安な 心配な 落ち着

かない

チップという面倒なことでいつも落ち着かない
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② …について 人に対して 心地よく感じない、落ち着かない

③ 人が 人の前で 落ち着かない、どぎまぎした

④ 人などが ～の事で 落ち着かない、そわそわした

落ち着かない子供

⑤ …を前にして 不安になって、緊張して、不安な

⑥ 人前で 不安な、落ち着かない

「意外と」

①「意外にも ＝思いがけないことに 」は「 」。

意外にも ＝思いがけないことに 彼は有名な役者だった

②「意外に ＝予期していたより 」は「比較級 」。

試験の結果は意外に ＝予期していたより 悪かった

「 高さが・幅が・長さが …ある」の表現

① 形 には、長さの単位を表す名詞の後で「幅が…ある」という意味がある。

その川は幅が メートルある

その箱はおよそ長さ６フィート幅２フィートだった

②「長さが…ある」という場合には を用いる。

この竿 さお は長さ６フィートだ

③「高さが…ある」という場合には を用いる。

この山は メートルの高さです

④ただし「身長が…ある」という場合には を用いる。

彼は身長が６フィーとあります
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レクチャー５

「～ごとに １回 」という意味の がある。

この意味になる は、以下のような形で用いられます。

① 基数 複数名詞

② 序数 単数名詞 基数とは､ ……｡

序数とは､ ……｡

いくつか具体例をあげてみましょう。

六時間ごとに 五時間おきに

四年ごとに 三年おきに

二日ごとに 一日おきに このように｢ ｣は､ を用いて表す｡

２、３週間ごとに このように｢ ､ ｣は､ を用いて表す｡

単純に日本語の問題なのだが､｢四年ごとに｣と｢三年おきに｣は同じことである｡したがって｢二日ごとに｣は｢一日おきに｣と同じ意味｡

レクチャー６

主語と形容詞。

⑴人を主語にできない形容詞 ～ …構文を使う場合が多い 。

可能な 都合がいい 必要な

不可能な 危険な 当然な

｢ 人が ～にとって必要だ｣という時は を用いる｡

彼は会社に必要 な人 だ
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 については は｢危険を引き起こす可能性がある｣が元々の意味なので ､｢ 人 は危険な状態にある｣

という意味で 人 とは言わないということ｡その場合は と言う｡

危ないよ

繰り返しになるが､上記の意味で とは言えない｡

｢ ば にとって 危険だ｣という意味では､ 人 と､ が｢人｣を主語に

とることもある｡

 等は､ 構文として｢人｣を主語に取ることはある｡

喜ばす うちの上司は気難し屋だ

構文とは｢ 動詞 形容詞 原形 ～｣という形で､｢不定詞の目的語 ＝ 文の主語｣となるために､不定詞の目

的語が省略されてしまう構文｡上例でも､ の目的語は文の主語 と同じであるためにそれが省かれている｡

 が｢気取らない｣｢飾り気がない｣という意味の場合は｢人｣を主語にできる｡

⑵物を主語にできない形容詞 人の能力や感情を表す形容詞 。

できる 不安な できる 悲しい 有能な

できない うれしい できない する気がある

｢物｣の能力について述べる場合は､ が｢物｣を主語にとることもある｡

新型の車は旧型のものより２倍の速さで走る

レクチャー７

「 全くＡではない」と「 Ａがない」の区別の仕方。

⑴

は「Ａから遠い」という意味から転じて「Ａからはほど遠い→全く

Ａではない」という否定の意味を表します。 の後には「名詞 の仲間 」

以外に の省略された 「形容詞」がこれるのも特徴の一つです。そしてそ

の場合、 ～ で書き換えられます。

彼は全く幸せではない

確かに上の英文は と書き換えることができますね。

また のうしろには が省略された結果として 形容詞の がき
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ています。

それから は以下のような表現が、決まり文句的に会話ではよく使わ

れます。

それどころじゃないよ

 ～で､

私は彼を尊敬するどころか、嫌いなのです ｢～するどころか｣｡

⑵

のＡには「嫌なもの、あってほしくないもの」を表す名詞 不安・

心配・苦痛等 が入ります。

彼女の作文には間違いがない

上の英文でも、 の後ろには という、作文 にとっ

ては「あってほしくないもの」がきていますね。

また「 当然支払うべきもの Ａがない」もおさえておきましょう。

彼女は借金がない

無料で

レクチャー８

「ほとんど（大半）のＡ／Ａのほとんど（大半）」。

「ほとんどのＡ」を英語で表現する場合、以下の２つの表現ができます。

⑴「 限定されていない Ａのほとんど」

これは「 」もしくは「 」のどちらかで表現します。

「限定されていない」というのは以下の例文を見ればよく分かると思います。

ほとんどの子供はカレーが好きだ

「大阪の子供」「東京の子供」…などといったように、どこの子供と別に限定し

ているわけではありませんね。「一般的にほとんどの子供というのは」という
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意味になります。

⑵「 限定された Ａのほとんど」

これは「 」もしくは「 」のどちらかで表現

します。 にはその後にくる名詞を「 １つに 限定する」働きがあるのです。

※ の代わりに所有格が来ることもあります。

彼の書物の大半

※Ａが代名詞の場合は、 所有格 はいりません。

彼らのほとんど

「限定された」というのは以下の例文を見ればよく分かると思います。

この部屋の子供のほとんどは女の子だ

上の英文では「この部屋の中の 」という語句で文字通り「限定」

しています。

したがって、以下のようなヒッカケの選択肢にひっかからないようにしましょう。

× ×

× × 所有格

なお、「 名 」という言い方ができないのは、 は副詞だからです

つまり は直接名詞を修飾できない 。これからは を「ほとんど」

と訳すのはやめましょう。 は「もう少しで」「～同然」と覚えるといいの

です。そうすればもう ←「もう少しで人間」「人間同然」

などとは絶対言わなくなるはずです。

ただし、 といった言い方

はありえます。

これらは が を修飾していると見る。

ほとんどすべての人がそのことを知っている

彼はその本にほとんど金を払わなかった ただ同然で買った
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レクチャー９

。

副詞の の意味が「さもなければ」だけだと思っている人は勉強不

足です。

実は、 は 方法･点 あるいは 方法･点 と

考えると見えてくる英文があるのです

⑴「別の 他の 方法で、違ったふうに」

彼女は違ったふうに考えた ⇨ 彼女はそうは考えなかった

君は他の方法ですべきだったのに

君は彼がやった以外のやり方でそれをすることはできなかっただろう

⇒ あなたも彼がしたようにするほかなかっただろう

 とは違った方法で は

彼は他の用事で忙しかった

それはかぎを使わなければ開けられない

タクシーで行けば他の方法よりもずっと早く着きます

⑵「その他の点で（は）」

メアリーは顔にそばかすがあるがその他の点では美人だ

君のエッセイは少し長いがそれ以外は申し分ない

－２８－

形容詞・副詞



彼はその他の点では幸せで平穏無事な田舎暮しをしていた

もちろん「もしそうでなければ、さもなければ」という 接続詞的な 用法も大切

です。

急げ。さもないと遅れるぞ

それから には「形容詞」としての用法もあります。その場合、ほぼ

と同じ意味となり、「～とは違った」「そうではない」と訳します。

報告にはそうあったが、事情は違っていた

賢い人もいればそうでない人もいる

レクチャー１０

可算名詞と不可算名詞につく数量形容詞。

数や量の「多少」を表す形容詞(数量形容詞)には、

⑴可算名詞にのみつくもの

⑵不可算名詞にのみつくもの

⑶どちらにでもつけられるもの

の３つがあります。それぞれ具体的に見ていきましょう

⑴可算名詞の複数形につくもの

①「ほとんど～ない」

「ほんのわずかの～」。

②「 、 の～」

 という言い方もあるが の方が一般的｡

－２９－

形容詞・副詞



③「たくさんの～」「多くの～」

｢ ｣は｢ の数｣という意味｡

＋単数名詞 このように｢ ｣だけは後ろに｢単数名詞｣をとる｡

要注意

⑵不可算名詞につくもの

①「ほとんど～ない｣

「ごくわずかの～」。

②「少しの～、少量の～」

 という言い方もあるが の

方が一般的｡

③「多くの、多量の～」

 の同意表現とは違い､ の同意表現は

＋不可算名詞 から

まで､どれも頻出

⑶両方につくことができるもの

①「ほとんど～ない」

②「たくさんの～」

－３０－

形容詞・副詞



 いくつかの も、可算名詞、不可算名詞どちらにもつくことができる。

同じ意味でも は可算名詞にしかつかない。

×

 も、可算名詞、不可算名詞どちらにもつくことができる「少数

量 の」「ひとつかみの」。

くぎ 米 をひとつかみ取ってください

レクチャー１１

「ほとんど～ない」と「滅多に～ない」。

⑴ と の意味の違い。

①「 」は「ほとんど～ない」で「程度」の少なさを表す。

× もちろん も可｡

あなたの言っていることはほとんど分かりません

②「 」は「めったに～ない」で「頻度 回数 」の少なさを表す。

× もちろんも も可｡

私はめったに彼に会いません

⑵「 」は「めったに～ない」。

つまり と同じ意味。「頻度 回数 」の少なさを表す。

× 私はめったに彼に会いません

⑶「 」は名詞を否定し「 名詞」の形

で「 その名詞が ほとんど～ない」。

つまり 「 名詞」と同じ意味で可算名詞にも不可算名詞にも使える。

－３１－

形容詞・副詞



残り時間がほとんどない

上記を含め、頻度を表す副詞の文中での位置は、 を置く位置と同じと考える

と分かりやすい。

「場所」「時」「様態」の副詞を並べる際には

①「場所＋様態＋時」

②「様態＋場所＋時」

のどちらかが一般的。強いて言えば「場所」の副詞が「方向」である場合は①、

それ以外は②の順が普通。

場所 様態 時

もちろん

とすべきところを、 をあえて強調するために

という言い方がないわけではない。

「場所」と「時」については、「場所 時」の順が普通だが、注意事項として、

「時の副詞」の方が一語で、「場所の副詞」の方が句である つまり長い よう

な場合、短い方 つまり「時の副詞」 が前にくることもある。

それから日時の正式な表記は、「曜日＋月日＋年＋時刻」の語順が普通。

父は 年 月 日 土 午前 時 分に亡くなった

－３２－

形容詞・副詞



レクチャー１２

頻出 関連のイディオム。

⑴ 直接、じかに

その秘密を彼女から直接聞いた

⑵ ⒈一目で の ⒉一見したところでは

私は一目で彼女が気に入った

一見したところ、その本はおもしろくなさそうに見えた

⑶ 初めて

年ぶりに 生まれて初めて 日本を離れた

 が副詞として「初めて」という意味になることもある。その場合、通

例動詞の前に置かれる。この の強調形が 。

私は５年前に初めて彼女に会った

私たちが初めて会った日のことを決して忘れません

⑷ まず第一に

まず第一に君はボクにその件について説明すべきだ

－３３－

形容詞・副詞



⑸ はじめのうち は

私は、初めは豆腐を食べられなかった

⑹ 遅かれ早かれ

遅かれ早かれ真実は明らかになるだろう

⑺ Ｓ＋Ｖ～ はじめて 最後に ～した時

接

初めて会ったときは彼は小さな子供だった

⑻ 最初から

最初からもう一度やってみなさい

⑼ 最初から最後まで、終始

彼は終始黙ったままでいた

⑽ Ｓ ～ Ｓが～するのは今回がはじめてだ

トムが狼狽したのは今回が初めてだ

－３４－

形容詞・副詞



レクチャー１３

。

…等、「 形容詞・副詞」には様々ありますが、

その中で最も狙われるのが です。

Ｓ＋Ｖ～ で「あとどれくらいで～」という意味になります。ある出来

事が起こるまでにどれくらいの時間がかかるのか 要するに「残り時間」 、ある

いは一連の出来事の中で、ある出来事が起こるのはいつなのかを尋ねるのに使いま

す。 例を挙げてみましょう。

あとどれくらいでショーは始まりますか

あと 分です

上例のように「 今から ～後に」という を用いて答えることが多いですね。

また との違いもおさえておきましょう。 は「 予定の時間より

早めに」という意味の場合、

昨日、どれくらい 予定の時間より 早めに彼は来たの

といったような言い方もありますが、「 ある期間の中の 早い時期に」という意味

の場合には、 等のような、「期間」を限定する語句を伴うのが特

徴です。

朝どれくらい早く起きるの

レクチャー１４

副詞の「 」「 」「 」「 」の直後に冠詞の はこれない。

副詞の「 」「 」「 」「 」の直後には、冠詞の を置くことができませ

ん。したがって、これらの語の後ろに「 形容詞 名詞」が来る場合、

「形容詞＋ ＋名詞」

の語順になります。例を挙げてみましょう。

－３５－

形容詞・副詞



彼はとてもいい子なので、みんなから愛されている

上の英文でも、決して とは言えません。

ただし の場合は直後に を置くことが可能です。したがって上例は、

を用いて以下のように書き換えることができます。

また、 には前置詞 ～として もあります。前置詞の の場合は、直後に

を置くことができます。

良き父として ｢前置詞｣の ｡

副詞の とは、「 ～ Ａと同じくらい～」という場合の のことです。

この問題は初めに思ったほど難しくない

ついでに と の例も挙げておきましょう。

その人は身長がどのくらいの人ですか

その帽子は小さすぎて君にはかぶれない

レクチャー１５

「 ＋数詞 又は ＋複数名詞 期間 距離 等 」で、 が「あと も

う ～」という意味になる。

「複数名詞」の部分には「距離・期間等」を表す名詞が入ることが多いですね。

この表現は「数詞 複数名詞」で書き換えることもできます。

彼はあと３日たてば帰るよ

－３６－

形容詞・副詞



レクチャー１６

名詞と間違えやすい副詞。

副詞の中には、名詞と間違えやすいものがあります。

以下は副詞なので、名詞のように前置詞を前につける必要はありません。

｢二階に 上の階に ｣ ｢屋内で に ｣ ｢家に｣

｢下の階に｣ ｢屋外で に ｣ ｢隣に｣

｢海外へ に ｣ ｢海外で に ｣ ｢繁華街に｣

× 僕は外国に行きました

× 彼は二階に まで カバンを運んだ

に関しては、名詞としての用法もありますが、 等の 発着往来を表す

動作動詞と共に使われる場合には「副詞」となりますから、その際には注意が必要

です。

× 君は家に帰らないといけない

上例では が と共に使われているので「副詞」となり、前置詞の 等は

必要なくなるわけです。

レクチャー１７

が付く形と付かない形で意味が異なる副詞。 ◎は頻出

｢高く｣ ｢ちょうど｣ ◎ ｢一生懸命に｣  は形容詞として｢難しい｣

｢切に｣ ｢正当に｣ ｢ほとんど～ない｣ ｢硬い｣｢厳しい｣という意味もある｡

◎ ｢最も｣ ｢近く｣ ｢きっかり｣ ◎ ｢高く｣

｢たいてい の場合 ｣ ｢綿密に｣ ｢鋭く｣ ｢おおいに､非常に｣

◎ ｢急に｣ ◎ ｢遅く｣ ◎ ｢近くに｣

｢まもなく｣ ｢最近｣ ｢ほとんど～｣

｢もうすこしで～｣

－３７－

形容詞・副詞



なお、～ となる語の大半は副詞ですが、例外的に語尾が ～ の形容詞もあり

ます。以下にその例を挙げてみましょう。太字は頻出です。

｢生き生きとした｣ ｢高価な｣ ｢友好的な｣ ｢可愛らしい｣

｢男らしい｣ ｢孤独な｣ ｢臆病な｣ ｢可能性がある｣｢見込みのある｣

｢時を得た｣ ｢早い｣ ｢きれい好きな｣ ｢病弱な｣

 には､副詞としての用法もあり｡以下は｢早く｣という副詞の の例｡

私は早起きをした

 は｢ありそうにない｣ もちろん形容詞 ｡ は

① 動詞

② 名詞

という形で用いられる｡

ただ については､副詞として使われることある｡その場合｢おそらく｣という意味で と同じ｡要注意｡以下は副詞の

の例｡

彼女はおそらくその申し出を断るだろう

彼はたぶん明日はパリにいるだろう

レクチャー１８

副詞の は必ず後から語句を修飾をする。

×

形容詞の は、名詞の前においても後においてもどちらでもかまいません。

ただし｢ に注意を払う｣といった慣用句では､必ず名詞の前において｢

に十分な注意を払う｣等とする｡

彼はその車絵を買えるだけの十分なお金を持っている

－３８－

形容詞・副詞



レクチャー１９

「 」「 」「 」で終わる複合形の不定代名詞を修飾するときは、形

容詞は 一語でも 、必ずその後ろに置かれる。

何も変わったことは起こらなかった

形

何か冷たい飲み物がほしい

形

レクチャー２０

数詞を含む形容詞には複数の「 」はつけない。

ハイフンで結ばれた「数詞＋名詞」が後の名詞を修飾するような場合、必ず

「数詞＋単数名詞」にします。理由は簡単で、形容詞に複数形はないからです。

○ 歳の少年

×

３年計画

ドル紙幣

９フィートの熊

－３９－
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レクチャー２１

形容詞の順序。

⑴形容詞を重ねる場合の順序

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

限定詞 序数 数量 性質･状態 大小 新旧 色 材料･所属

「性質 大 新 色 材」と覚えよ！
セイシツ ダイ シン ショクザイ

上の例の のような｢形容詞用法の名詞｣は一番最後 すなわち名詞の直前 につく｡

⑵ は、 冠詞 や 所有格 や 指示代名詞 などの前に置かれる

私の全ての友人

これらの両方の少女

その 半分の値段

－４０－

形容詞・副詞


